
   

令和７年５月 19日  

 

 

各 位 

 

 

埼玉労働局労働基準部健康安全課長 

 

 

 

記者発表資料（プレスリリース）の訂正について 

 

日頃より、労働安全衛生の運営に対し、ご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

令和７年５月２日（金）にお知らせしました報道発表「令和６年の労働災害発生状況 

を公表～死亡者数は大幅増加の 33 人に～」において、記載内容に一部誤りがありまし

た。 

皆様には大変ご迷惑をお掛けし、深くお詫び申し上げますとともに、以下のとおり訂

正させていただきます。 

なお、訂正した記者発表資料（プレスリリース）を添付しております。 

 

記 
 
訂正内容 
【誤】 

資料１  死亡者数グラフ Ｒ６ その他９人 

       死傷者数グラフ Ｒ５ 小売業・社会福祉施設１，４８５人 ９．２％ 

 
【正】 

資料１  死亡者数グラフ Ｒ６ その他８人 

       死傷者数グラフ Ｒ５ 小売業・社会福祉施設１，４５９人 １１．２％ 

  
 
【埼玉労働局 HP・報道発表資料】 
   https://jsite.mhlw.go.jp/saitama-roudoukyoku/news_topics/houdou.html  
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報道関係者 各位 

 

 

令和６年の労働災害発生状況を公表 

～死亡者数は大幅増加の 33 人に～ 

 

埼玉労働局（局長 片淵仁文）は、令和６年の県内の労働災害発生状況を取

りまとめましたので公表します。 

 労働災害による死亡者数（新型コロナウイルス感染症による死亡者を除く）

は 33 人と前年比 14 人（73.7％）増 

 休業４日以上の死傷者数（新型コロナウイルス感染症による労働災害 872

人を除く）は 7,368 人と前年比 258 人（3.6％）増 

埼玉労働局は、令和５年度から令和９年度までの５年間を計画期間とする

「埼玉第 14 次労働災害防止計画」を策定し、誰もが安全で健康に働ける埼玉

を目指し、事業場の自発的な安全衛生対策を推進するための意識啓発、転倒災

害の防止対策、高齢者の労働災害防止対策等を重点として、対策に取り組んで

おります。 

 

【令和６年労働災害発生状況の概要】 

１ 主な業種別（上位５業種） 

業 種 死亡 
前年比 

業 種 死傷 
前年比 

増減数 増減率 増減数 増減率 

建 設 業 11 9 450％ 製 造 業 1,514 ▲7 ▲0.5％ 

製 造 業 5 4 400％ 陸上貨物運送事業 1,316 26 2.0％ 

陸上貨物運送事業 5 ▲2 ▲28.6％ 小売業 874 119 15.8％ 

小売業 2 0 0.0％ 社会福祉施設 749 45 6.4％ 

社会福祉施設 2 2 200％ 建設業 654 8 1.2％ 

２ 主な事故の型別（上位３つ） 

事故の型 死亡 
前年比 

事故の型 死傷 
前年比 

増減数 増減率 増減数 増減率 

交通事故 12 5 71.4％ 転 倒 1,898 160 9.2％ 

墜落 ・転 落 9 5 125％ 動作の反動・無理な動作 1,456 67 0.48％ 

はさまれ・巻き込まれ 7 6 600％ 墜落 ・転 落 983 102 11.6％ 

埼玉労働局発表 

令和７年５月２日（金） 

【照会先】 

埼玉労働局労働基準部健康安全課 

課 長  川又 裕子 

主任労働衛生専門官   嶋田 敏晴 

（電話番号）０４８ ‒ ６００ ‒ ６２０６ 
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凡例：「▲」減少 

【添付資料】 

資料１ 令和６年労働災害発生状況のグラフ 

資料２ 令和６年労働災害発生状況の表 
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